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              代表取締役    木田 昌宏
電気通信審議会議事規則第5条の2及び接続に関する議事手続細則第2条の規定により、12年10月20日付け郵通議第3133号で公告された接続約款案に関し、別紙のとおり意見を提出します。

別紙

· 第10条の2に関して

· 当面の設備（MDF、電気設備、二重床等）の増設予定についても開示していただきたい。

· 空きスペース・MDFに関しては、有無だけでなく、何処のフロアかも開示していただきたい。MDFとコロケーションスペース間のケーブル材料費（フロア～フロア間の距離に依存）が自前工事費用の大半を占める場合もありうるからである。

· 3項によると、事前照会では照会した設備の保留はできないとのことであるが、保留が可能となるようにして欲しい。なぜなら、現実には、事業には設備のコロケーションだけでなく、専用回線の接続等が必要になるが、現状、事前調査・POI調査・NTT側の設備工事設計が終了した時点でないと、事業者のコロケーションス場所がわからず、専用回線の申込みができない状況にあるからである。専用回線の申込みとコロケーションの手続きが平行してできるようになれば、1～2ヶ月期間の短縮を図ることが可能となる。

· 月額費用概算についても事前に開示していただきたい。弊社は、占有率に応じた費用負担方式ではなく、市価による価格設定の方式を強く求めるものであるが、仮に占有率に応じた費用負担方式が変えられない場合、少なくとも、第3表第1で規定される通信用建物に関わる負担額の概算を提示していただきたい。占有度によるので正確な計算は困難とは認識しているが、ある想定の設備（電力量・スペース・回線数）に対する費用「概算」を提示していただきたい。現状、すべての工事が完了するまで、概算の月額費用も示されない状況にある。

· 建設の条件について

本約款に含まれるべきものか不明だが、コロケーション条件の整備という観点から、以下の建設条件を明朗にすべきと考える。

· コロケーションスペースの床荷重について、NTT東西より、現在、ラック重量を含めて300kg以内と指導されているが、NTT東西の電気通信設備を収容するビルにおいては750～1，000kg／㎡程度であると推測される。300kgというのは、一般のオフィスビルに比しても低すぎるので、条件を緩和すべきである。もし、ビルによって条件がことなる場合は、床荷重について数パターンの条件を設けるべきと考える。

· NTT西日本より、設備を収納するラックに関して、実際に振動試験と詳細な試験結果の報告・試験状況のビデオの提出等、極めて厳しい耐震証明書を提出するよう指導を受けたが、交渉過程でNTT西日本殿の指導の内容が変遷したこと、試験においてNTT標準地震波を使用するよう指定されたこと、NTTグループ会社が試験を請け負っていることを紹介されたこと、ラック業者により求められる証明物のレベルが違うこと等、不明朗な点も多く、是正を求めたい。そもそも、NTT東西の指定するラック仕様は、外寸・ねじ穴など汎用ラックと仕様が異なっており、従って、NTTが現在利用しているラック以外は特注扱いになり、費用・耐震証明の面で事業者の負担が大きい。

· 自前工事について

現在は、DSLAMのラインカード等のパッケージ一枚の追加や、パッケージ自体のバージョンアップのための交換等、一般に保守レベルの作業であっても、「工事」という位置付けで実施するまでに極めて時間がかかる状況にある。ユーザが最新の通信サービスを早く供することができるよう、契約電気容量を超えないこと・NTT東西の役務に支障を及ぼさないこと等を条件に、事業者は簡易な設備変更を随時行うことができるようにすべきである。

· 電気設備について

コロケーション費用（月額）の大部分は電気代である。しかし、NDAを前提に、NTT東西は事業者にNTT東西の電気設備の仕組み、費用を開示し、事業者がもっとも低廉な電気供給を受けられるような方法の検討について真摯に対応すべきである。

· 技術的条件集別表「DSL接続インタフェース仕様」について

9月27日～10月6日にモントリオールで行われたITUのWTSAでG．992．1AnnexHが正式に勧告化されたことをうけ、技術的条件集の各「DSL接続インタフェース仕様」にG.992.1AnnexHを追加すべきと考える。

以上

